













秋 山  学  
序．ビザンティン典礼における聖週間と「光の週」   
筆者は先に（1）「ビザンティン典礼における「テエビコン」の神学【修道院典  
礼から司教区の典礼へ－」（筑波大学大学院人文社会科学研究科文芸・言語専  
攻紀要『文蛮言語研究 文蛮劉53，53－105，2008．3）を公けにして，ビザ  
ンティン典礼による晩課と朝課の構造を，修道院典礼の規範版に基づいて翻刻  
した。続いて（2）「ビザンティン典礼による聖体礼儀の神学一堂バジル典礼をテ  
キストに－」（同『文蛮言語研究 文蛮篇』54，27－81，2008．10）を発表し，  
歴史的に原型に近いと考えられる聖バジル典礼聖体礼儀の式次第を翻刻した。  
以上（1）（2）の研究を通じて，ビザンティン典礼における晩課・朝課・聖体礼儀  














質を詳らかにしたいと考える。   
ここで，2007年春（4月1日より8日まで）に，ハンガリー・ニーレジハー   
秋 山  学  20  
ザ司教座聖堂（ギリシア・カトリック教会）で行われた聖週間の典礼スケジュー  
ルを記録しておこう。太字にしたのは本稿にその次第を収めるものである。   
聖月曜・聖火曜・聖水曜 聖体礼儀6：45，8：00 先備聖体礼儀17：30   
聖木曜 聖体礼儀6：45 大晩課＋バジル典礼17：00 その後，聖金曜の朝課   
（主の受難をめぐる12の福音朗読をともなう）   
聖金曜 王の時課7：00，9：00，12：00，15：00 大晩課17：00 小終課21：00   
聖土曜 朝課（整頓墓傍らにて）7：30 大晩課＋バジル典礼17：00 復活徹   
夜祭・行列つき（復活の主日朝課）23：45   
復活の主日 聖体礼儀6：00，7：00，8：30，10：00，12：00，17：30 大塊課   
18：15   
復活の月曜 朝課7：30 聖体礼儀6：00，6：45，8：30，10：00（終了後行   
列），12：00，17：30 大塊課18：15   
復活の火曜は復活の月曜に同じ（本稿収録は朝課，聖体礼儀，大晩課）。   
なお上述のように，2007年には復活の主日の聖体礼儀まで参加して帰国の途  
につき，これと同様のスケジュールで典礼が行われた2008年に，それ以降すな  














課構造の意義を再措定する。   
もっとも，前稿（1）（2）ですでに提示した典礼部分もこの聖週間・光の過の典  
文中に多く含まれ，それらに関しては適宜旧稿中の該当箇所・頁を参照するに  
留めるが，この時期に特有な形式を見せる部分については，やや詳細に注記を   
「聖週間」から「光の週」へ  

































一年の典礼の中で頂点に位置する典礼であり，これが（聖体礼儀などではなく）   




「光の過」は，いわば毎日，日曜日が連続するような意味を担っている。   
では，以下聖週間と復活の主日・復活の月曜・復活の火曜までの輿礼文を順  





1「常なる初め」：（1）62頁 2詩篇第103篇：（1）63頁 3「大連祷」：（1）63頁  
4「カティズマ」：（1）64頁 5「小連祷」：（1）65貫 6「主よあなたに向かって」：  
（1）65頁 7「主よあなたに向かって」の彼のステイヒラ：（1）67頁 8「叡智」  





1「リティアのステイヒラ」：（1）72貢 2「司祭による祈棒文」：（1）73－75，78頁  
り〔朝課関係〕  
1「開祭」：（1）79貢 2へクサプサルモス（詩篇142篇）：（1）79頁 3「大連祷」：  
（1）63頁（晩課のものに合流） 4「主は神」：（1）79頁 5トロパール：（1）80頁  
6カティズマ：（1）80頁  7「小連祷」：（1）81頁  8カティズマーリオン：（1）  




パーコイ：（1）89貢 20カーノンⅣ－Ⅵ歌：（1）89－92頁 21コンターク：（1）92貫  
22イコス：（1）92貫 23カーノンⅦ・Ⅷ歌：（1）92－93頁 24Ⅷ歌カタヴアース  
イア前先句：（1）94頁 25カーノンⅨ歌前讃歌：（1）94頁 26カーノンⅨ歌：（1）95  
頁 27「主は聖」：（1）96貫 28「光の歌」：（1）96頁 29「すべての霊は」：（1）96  
貫 30讃美ステイヒラ：（1）96頁 31福音ステイヒラ：（1）98頁 32大栄唱〔過日  
は小栄唱〕：（1）98頁 33〔先旬ステイヒラ〕：（1）101頁 34「聖なる神」：（1）99頁   
「聖週間」から「光の週」ヘ  
ー「パラクリス」の意義づけに向けて－  23  
35トロパール：（1）99頁 36三重連樺：（1）100頁 37完遂連祷：（1）100頁 38閉  
祭：（1）101頁  
エ〔聖体礼儀関係〕  
1「奉献礼儀」：（2）30頁 2「求道者礼儀」：（2）37頁 3「開祭」：（2）38頁 4  
「大連祷」：（2）38頁 5「第1アンティフォン」：（2）39頁 6「小連祷」：（2）39  
（，40，41）頁 7「第2アンティフォン」：（2）40頁 8「第3アンティフォン」：  




47頁19「ケルビムの歌」：（2）48－49頁 20「完遂連祷」：（2）50頁 21「平和の  
接吻・挨拶」：（2）51頁 22「アナフォラ」：（2）52頁 23「勝利の歌」：（2）53頁  
24「聖体制定旬」：（2）54頁 25「アナムネーシス」：（2）55頁 26「エビクレーシ  
ス」：（2）56頁 27「記憶」：（2）57頁 28「恩寵に満たされた方よ」：（2）57頁 29  
「栄唱」：（2）60頁 30「祝福」：（2）60頁 31「懇願連祷」（旧稿では「増連祷」）：  
（2）60頁 32「主の祈り」：（2）61頁 33「聖性唱」：（2）62頁 34「拝領前の祈り」：  
（2）64頁 35「拝領後の歌」：（2）65頁 36「感謝の歌」：（2）66頁 37「感謝連棒」  
（旧稿では「感謝の連祷」）：（2）66頁 38「主の名が」：（2）67頁 39「閉祭」：（2）  
68頁   
以下の章立ては，第1車 型週間 第2章 光の過 第3章 「光の週」の  
意味 第4章 朝課の構造 第5寧 パラクリスと朝課 となる。  
第1章 聖週間  
祈祷書は「トリオーデイオン」である。後出の「光の週」にはいると「ペン  
テコスターリオン」に替わる。  
Ⅰ 聖水曜日  




典礼」とも呼ばれる。「信徒が受難節中の力を得られるように」と教皇グレゴ   
































つ，涙によって罪を赦され，こう言う。〈編んだ繋をわたしが解くように，ど   
「聖週間」から「光の週」へ  

































あなたに香油を塗り，こう願った。〈わたしに日を注ぎたまえ，あなたの力の   

































に罪のおびただしさと，過ちの闇の厳しい追跡がわたしを圧する。しかしわた   
「里週間」から「光の過」へ  











遠」 信徒は同じ旬全体を繰り返して歌う。 司祭「叡智！」朗読者「～番の  
朗読」 司祭「謹んで聴こう！」 第1朗読：『出エジプト記』2．1卜22  
第2プロキメン（第4調）「主よ，あなたの憐れみは永遠，あなたの手の業を  
取り去りたもうな」 信徒は同じ句全体を繰り返して歌う。先唱者「主よ，命  
じたまえ」  
ノ可奈ば番炉を手〆こ好ク，修身を慶一ヂに揮っr仁磨磨■の屏で邸べる．●  
司祭「叡智！寅なる信徒たちよ！ キリストの光はすべての人を照らす！」。  
朗読者「～番の朗読」 司祭「謹んで聴こう！」 第2朗読：『ヨプ記』2．1  
－10 司祭「あなたに平安！叡智！」。  
助祭「叡智！」  
好好ばかぎまずき，覇努ば靡薗に諾っこ 紛い潜め名．‘  
司祭「わが祈りが，あなたの御顔の前に立つ香の健のように立ち昇らんことを。  
わが両の手は，夕べの生蟄として差し上げられる」。  







司祭「主よ，わが口には守りを，わが唇には防ぎの扉を」。   














わしくあれるよう，平安のうちに主に祈り求めよう」 信徒「主よ憐れみたま  
え，憐れみたまえ」司祭「あなたがたすべてに平安があるように」信徒「あ  
なたの霊にも，あなたの霊にも」 司祭「叡智！真なる信徒たちよ，聖なる  















「主の祈り」（エ32）   
「聖週間」から「光の週」へ  
－「パラクリス」の意義づけに向けてw  29  
司祭「国と力と栄光は，父と子と聖霊よ，あなたのもの，今もいつも世々とこ  
しえに」。信徒「アーメン」。司祭「あなたがたすべてに平安のあらんことを」  
倍徒「あなたの霊にも」 司祭「主に頭を垂れよう」 信徒「主よ，あなたに」  
司祭「あなたの御一人子の恵み，憐れみ，人への愛を通して，あなたはその故  
に祝せられる，いとも聖にして善き方，生命を与えるあなたの霊とともに，今  
もいつも世々とこしえに」 信徒「アーメン」 司祭「身を謹もう。先備され  


























「神の母よ，あなたを讃えることはいとも相応しきこと，辛いなる方にして染   

















Ⅱ 聖木曜日  





る。   
菰野ば粛β聯の度盛湖をまとい，君軌ご府ガ】い，＿曹麻紀靡の冴必に虜  
窟ざカでいる鼎輝を行う。j祭蜜■とナ辛労に彦妙Lオ炭‥題欝の倉方で望俸載靡  
を磨め憲。   




L。」兼題好の象 頑穿ばアンチイブオンの冴クを盈スまで膚ズ届。一方厚岸ば  
／二喜よあを一た仁ノとステイとタを訝う。夢βアンタイプオンの祈クの嵐 菰野   
「聖週間」から「光の週」ヘ  
ー「パラクリス」の意義づけに向けて－  31  
ぱ祭蓼よク犀ク，泰併合へと何かい，手を虎ル）承邸克靡を薪ク行う。その炭適  
者の倉′才㌣整労〆ご香を顔■名。  



























を自ら無事のまま身に帯び，われらすべてに復活を賜った」（X2）   
「栄光は」「今も」  
O「まことにユダは，マムシのような輩，彼らは荒れ野にてマンナを食しなが  
ら，その食程に対して不平を鳴らし，滋養物が彼らの口にあるにもかかわらず，   






















方；．‥J／二蜜を名神ノ「上ノカ を靡い，こカ以犀曹ノゞジル。鐸克の避雷の皮膚‘  
にス届。  
聖体礼儀のプロキメン：「諸国の民の長らは主に抗し，かの抽注がれた者に抗  







レルヤ」。   
「聖週間」から「光の週」へ  
－「パラクリス」の意義づけに向けて爛  33  
一他の部分は（2）を参照。  





まえ」。＿変人の屏にg度 ＿蜜スの炭にあうノ度 アシルヤを勿点て㌔  




Ⅲ 聖金曜日  
A 朝課   
聖木曜日の夜には「受難の聖書朗読」と呼ばれる長大な典礼が行われる。こ  
れは聖金曜日の朝課に当たるものだが，長大なために前晩夜に行われる。  











小膚狩の親 局穿ばフェロンを身に好〆力 五甲を厨〆え 甜クのノ野に述べ点。   
助祭「聖なる福音を聴くのに相応しくあれるよう，平安のうちに主に祈ろ  
う！」 信徒「主よ憐れみたまえ」（×3） 助祭（？）「あなたがたすべてに  
平安」！信徒「あなたの霊にも」 助祭「叡智！真なる信徒たちよ，聖な  
る福音を聴こう！」 司祭「聖～福音書の朗読」   
秋 山   学  34  
第1朗読  




（第8調）「民の長らは，主に抗し，主の抽注がれた者に抗して集う」。   
「われらの主よ，彼らはわたしに対し，律法に反する言葉を投げつける。わ  




え〉 と」。   






しが彼をお前たちに引き渡せば，お前たちはわたしに何を与えてくれるか？〉   
だが協議の間，そこには目に見えぬ仕方であなた自身がおられた，教えを授  
ける方よ！われらの心を究明する方よ，われらの霊に恵みを注ぎたまえ！」。   
「憐れみを通じて，われらは晩餐におけるマーリアのごとく神に仕え，ユダ  
のごとく金銭欲に固執することはすまい。われらの神キリストのうちに，常に  
留まるために」。   







ようとしなかった」。   
「われらの神なるキリストよ，あなたは晩餐の席で，あなたの弟子たちにこ   
「聖週間」から「光の過」へ   
】「パラクリス」の意義づけに向けて－  35  
う予言された。〈あなた方の一人が，きょうわたしを裏切ろうとしている〉。し  
かし律法を破るユダほ，これを理解しようとしなかった」。  
















をもつわれらの主よ，あなたに栄光！」   












の主よ，あなたに栄光！〉」   








意味もなくわれらの生命を浪費することはやめよう」。   











ら」。   










は主に苦汁を飲ませる，その主とは，彼らにマンナを降らせた方」。   
「われらの主よ，あなたは自ら受難のためにやって来られると，弟子たちに  
向かってこう叫んだ。〈もしお前たちが一時間でもわたしとともに目覚めてい   
「聖週間」から「光の週」へ  
－「パラクリス」の意義づけに向けて柵  37  




主よ，あなたに栄光！」。   






り者にしてしまったのか？ もしかしてお前は使徒団から離脱してしまったの  
か？ あるいは主は癒しの賜物をお前に与えなかったのか。彼らとともに晩餐  
に与かったとき，お前は食卓から遠ざけられたのか？ あるいは主が彼らの足  
を洗ったとき，あなたは外されたのか？おお，お前はかくも大きな全盛を忘  
れ果ててしまったのか！感謝を忘れたお前の行動は，悪事に属す。われらは  
主の，終わりを知らぬ大いなる忍耐と，豊かな恵みを告げ知らせよう」。   












者たちによって語られた，隠れた秘密の事柄がすべて成就するために〉」。   
「ペーテルは3度までも否み，そのときすぐさま理解した，あなたが彼に告  
げていたことを。けれども痛悔の涙をもって，あなたにいけにえを捧げた。わ   
秋 山   学  38  














て，われらを救わんがために」。   










めていなさい」。   
「わたしには食物として苦汁が与えられ，わが渇きのときには酢を飲まされ  
た。しかし主よ，どうかわたしをよみがえらせたまえ。わたしは彼らに支払お  
う」。   
「栄光は」「今も」   
「われら，異邦人の間に生まれた者らは，浄らかなる神の母よ，あなたに歌  
う。あなたは神の子キリストを産み，この主はあなたを通して呪いから人を解  
放された」。   
「翌週間」から「光の週」へ  
－「パラクリス」の意義づけに向けて－  39  
○カティズマーリオン「おお，かつてのあなたの弟子ユダは，いったい何を学  
んだのか，あなたに抗して裏切りを働くとは？ 偽りの顔であなたとともに晩  
餐の席につき，あなたの敵また悪人として祭司の前にでて，彼はこう言う。〈わ  
たしがあなた方の手に，律法を堕落させ安息日を破る者として彼を引き渡せば，  
あなた方はわたしに何をくれるのか？〉 大いなる忍耐のわれらが主よ，あな  
たに栄光！」。   












彼に祈ろう！」。   
「あなたの弟子はあなたを棄てたが，盗賊はこう叫びを挙げる。〈主よ，あ  
なたの御国において，わたしを想い起こしたまえ〉」。   







いに照らして報いたまえ。彼らはあなたの謙遜を理解していないのだから」。   
「ユダヤ人は，裏切りで満たされることはなく，あなたの前で頭を下げ，わ  
がキリストよ，あなたに対して嘲笑と愚弄を繰り返す。しかしわれらが主よ，  
彼らに対し，彼らの行いに照らして報いたまえ。彼らはあなたの神慮を理解し   
秋 山   学  40  




ないのだから」。   






んだ民よ！わたしがあなたにどのような悪事を働いたというのか？ 盲人の  
臼を開き，らい病の患者を癒し，床に横たえられた手足の不自由な者を立ち上  
がらせた。わが民よ！ わが民よ，あたしはあなたをどのようにして傷つけた  
というのか？ あるいはあなたがたは，これほどのわが菜に対して，あなたが  




を，父と聖霊とともに諾える。そしてわたしは彼らに，永遠の生命を与えよう」。   
「きょう神殿の垂れ幕が，悪しき者どもを叱責するために二つに裂け，太陽  
はその光線を隠す，治め主が十字架に掛けられるのを目にして」   









苦難を蒙るわれらの主なるイエスよ！ あなたに栄光！」   
「栄光は」「今も」 「救い主なるわれらの神よ」を繰り返す。   
「聖週間」から「光の週」へ  
－「パラクリス」の意義づけに向けて－  41  
「聖なる福音を‥．」  
第5朗読  









「万物が怖れつつ讃嘆し，すべての民が歌うキリスト，神の九 神の智恵を，  
祭司たちは平手打ちにし，苦汁を飲ませた。師かし主は，人を愛する方として，  







その盗賊とともなる仲間とさせたまえ」。   
「十字架上で回心した盗賊は，小さな願いを発し，大いなる信に催するもの  
とされた。そして彼は，これと同じとき救われて，天上の開かれた門を最初に  








ヨルダン川でアーダームの罪を洗い流した方が，鞭打ちに処せられる。母なる   








ち上がり，われらを救いたまえ，人を愛する方として〉」。   
「主よ，あなたの十字架は，あなたの民の生命にして復活，そのうちに希望  
をおきつつ，われらはあなたを復活したわれらの神として歌う。われらを憐れ  
みたまえ」。   







その不死性を注がれた。われらの救い主よ，あなたに栄光！」   











を受ける。心の清い看たちは幸い，彼らは神を見る。平和をもたらす看たちは   
「翌週間」から「光の週」へ  




あなた方が天において受ける報いは計り知れない」   
「栄光は」   
「父と子と聖霊を，われら信徒はみなこぞって相応しく讃美し，崇めよう，  
三位の一なる神にして分かちがたく，絶対的に存在する方として。この方こそ，  
断罪の火のごとき苦しみから救ってくださる方」。   









第7朗読 マタイ27．33－54（イエスの十字架礫：死）。 ～これ以降香坂りは  
行われない。  
詩篇第50篇（ウ15）  








受けることなく，受難にいたるまで完全に自らを低くされた，神の御言葉よ！   
人を愛する方として，あなたの平和をわたしに与えたまえ」。   


























第9朗読 ヨハネ19．25－37（イエスの母：イエスの死，脇腹の開き）。  
O「すべての霊は」（ウ29）  
讃美のステイヒラ（ウ30）  
O「イスラエルの民は，二種の悪しき業をわたしに対して行った，わたしの初   
「聖週間」から「光の週」へ  































第10朗読 マルコ15．43－47（イエスの埋葬）。  
「われらの主なる神よ，栄光はあなたに相応しい，われらはあなたを讃える，   































子よ，わが神よ！あなたの眼差しの美しさはどこへ行ったのか？ わたしは  
あなたが不当にも死に苦しめられるのを見ようとも，痛みを覚えはしない。急   
「聖週間」から「光の週」へ  
































司祭「主の祝福が，その恵みと人への愛とともにあなた方にあらんことを。今   
秋 山   学  48  
もいつも世々とこしえに」。 信徒「アーメン」。  




























も」，「神の母讃歌」，「詩篇読謂部」，「聖なる神」～「主の祈り」「国と力と ‥．」。  
「‘アーメン」，「コンターク」，「主よ憐れみたまえ」（×40），「司祭による祈り」，  
「アーメン」，「主よ憐れみたまえ」（×3），「栄光は」「今も」，「ケルビムより   
「聖週間」から「光の週」へ  
－「パラクリス」の意義づけに向けて－  49  




神よ，われらの希望よ，あなたに栄光あれ」 信徒「栄光は」「今も」「主よ，  
憐れみたまえ」（×3）「主よ，祝福を与えたまえ」「司祭による散会句」（「キ  
リスト，真なるわれらの神は‥．」） 信徒「アーメン」 「司祭による祝福」  
























はその光線を隠す，治め主が十字架に掛けられるのを日にして」。   


















「叡智！」「ザカリヤの朗読」「謹んで聴こう！」 パリミア朗読（ザカリヤ書  
11．10－13）  
同様に 使徒書朗読（ガラテヤ書6．14－18）  
司祭「聖なる福音を聴くのに相応しくあれるよう，平安のうちに主に祈ろう！」   
信徒「主よ憐れみたまえ，憐れみたまえ」 司祭「あなたがたすべてに平安  
があるように」信徒「あなたの霊にも」司祭「叡智！真なる信徒たちよ，  
聖なる福音を開こう。聖～福音の朗読」 信徒「われらの主よ，あなたの長き  






の真理に向けて諭して下さい。わたしの口があなたの讃美で満たされ，あなた   
「聖週間」から「光の週」ヘ  




























です，主よ，わが王よ！ わたしがわが罪を知り，わが同胞を裁くことのない  
ようにさせたまえ。あなたは世々とこしえに到るまで祝された方」「アーメン」  
「聖なる神」～「主の祈り」  
「主よ憐れみたまえ」（×12）   





























1．「われらの神は祝せられる，いにしえより，今もいつも世々とこしえに」   
「翌週間」から「光の週」へ  

































とった。このような救いの計らいのうちに，あなたの蓉性の溢れなるキリスト   














「叡智！」「イザヤ書の朗読」「謹んで聴こう！」 パリミア（イザヤ書50．4  
－11）  
同様に 使徒書朗読（ローマ書5．6－10）   
















あなたの御心に適うよう，価値なきしもべなるわれらを救いたまえ。あなたは   
「聖週間」から「光の週」へ  

































命を与えよう」。（×2）   
秋 山   学  56  
先句「彼らはわたしに食物として苦汁を与えた。そしてわが悲しみのうちに，  
わたしに酢を飲ませた」。  





























「叡智り「イザヤ書の朗読」「謹んで聴こう！」 パリミア（イザヤ書52．13  
－54．1）   
「聖週間」から「光の週」へ  
－「パラクリス」の意義づけに向けて－  57  






























12．閉じの祈り（1時課参照）。   

































美するであろう民を呼び招こう〉」。   
「翌週間」から「光の過」へ  


















同様に 使徒書朗読（ヘブル蕃10．19－31）   














司祭「神がわれらを憐れみ，われらを祝福し，われらの上に御顔の光を輝かせ，   
































「主よ，あなたが御国に来られるとき，わたしのことを思い起こしたまえ。治   
「翌週間」から「光の週」へ  

































方にして染みなく，われらの神の母となられたあなたを。ケルビムより浄らか   































する。万物の創り主の受難に，万物は与かろうと急ぐ。われらの主よ，自らわ   
「整週間」から「光の週」へ  
－「パラクリス」の意義づけに向けて－  63  
れらのために苦しまれた方，あなたに栄光！」×2．  
①「悪しく神なき者らは，何ゆえに虚しきことどもをめぐって争い，何ゆえに  






























けさせた。〈わたしがあなたがたに何をしたというのか，わが民よ。わたしは   



























挿句「武器と楯を取りたまえ，そしてわたしの救助に立ち上がりたまえ」。   
ヨブ42．12－17 イザヤ52．13－54  
3．プロキメン第6調「わたしは深い淵に，閣と死の蔭のうちに沈められた」。   
1コリント1．18－2．2  
挿句「あなたはわが解放の主，その神。世に昼を継いでわたしはあなたの前に  
叫びを挙げる」。   
「聖週間」から「光の週」へ  







よ，栄光あれ」   
























先旬「主よ，聖性はあなたの家にこそ相応しい。世々とこしえに」。   



















テエビコン／フティとタを訝う膚に 河野脚に 亡き手リス′の資を題－い  
カ盾を広げ憲。／二主よ，いまあをカぱカカぐんを…ノ／智彦る裾ノ以下のノ野〆ろ  
頑努ば粛の虜〆ご香を粛ク，上の二つの斉の府膠瑠と夢中を密暮，アの威かば  
軍資の慶に歩ぐ騰 扮いLその教会葬ノ野併の靡メ虜穿彦威屠力導管つ。仔の  










相応しい。キリストは虚無とは無縁なまま留まる〉」。   
「聖週間」から「光の週」へ  
－「パラクリス」の意義づけに向けて－  67  
／紆を脚に置いカ慶  































らの霊のへりくだりのうちに，われらが罪の赦しを求めてあなたに献げるもの。   

















信徒 「アーメン」。  





ち人を愛する方として」。 信徒「アーメン」 司祭「主の祝福が，その恵み  
と人への愛とともにあなた方にあらんことを。今もいつも世々とこしえに」。   
信徒「アーメンム  





小栄唱（ウ32）   
「聖週間」から「光の週」へ  






























たしも行きましょうか？ もしくはここであなたを待ちましょうか？ひとこ  
とわたしに言って下さい。おお御言葉よ，言葉もなくわたしの傍らを通り過ぎ   






























救いたまえ。聖なるあなたの天使たちとともにわれらを覆い，その庇護の下に   
「聖週間」から「光の週」へ  

































メン」。   




























れらを憐れみ救いたまえ，善性に満ち人を愛する方として」。   
信徒「アーメン」   
司祭「主の祝福が，その恵みと人への愛とともにあなた方にあらんことを。  
今もいつも世々とこしえに」。 信徒「アーメン」。   
「聖週間」から「光の過」へ  
〟「パラクリス」の意義づけに向けて岬  73  











「聖なる神」（×3）（ウ33など）。「主の祈り」 司祭「国と力と栄光は，父と  




















「主よ，わたしはあなたを崇め，讃美する。あなたはわたしの謙遜を見そなわ   
































たまえ。なぜなら，われらの創り主よ，彼らはその信頼を，われらの主にして   
「聖週間」から「光の過」へ  

































え。病に伏せる着たちをみそなわして癒し，囚われの身で憮博する者たちを解   
























Ⅳ 聖土曜日  







には神に栄光，地には平和，人には慈愛あれ。主よ，わが唇を開きたまえ，わ   
「聖週間」から「光の週」ヘ  

































民「生命を与えるキリストよ，われらはあなたを讃える。あなたはわれらのた   

































司祭「その約束は失意にあってわたしを慰め，あなたの言葉はわたしに生命を   
「聖週間」から「光の週」へ  































司祭「あなたの御手がわたしを創り，立てた。あなたの捷を学び尽せるように，   

































民「生命を与えるキリストよ，あなたを凍えることは相応しい。あなたは十字   
「聖週間」から「光の週」へ  

























の門を廃し，悪魔の力を打ち砕いた」。   





○トロパール「おお憐れみ深き方よ，すべての民は，あなたの葬りを歌う」0   

































司祭「あなたの御手がわたしを解放してくださらんことを。わたしはあなたの   
「翌週間」から「光の週」へ  
































「栄光は」   






「ァレルヤ，アレルヤ，アレルヤ！主よ，栄光はあなたに！」   




















に聖なるものはいない〉 と声を挙げて」。  
○カティズマーリオン「われらの救い主よ，あなたの墓を守る兵士らは，現れ  
た天使のまばゆい光に打ち倒される。天使は婦人たちに，栄光に満ちたあなた  
の復活を告げる。それゆえわれらはあなたを，虚無に対する征服者として譜え，   
「聖週間」から「光の週」ヘ  































る生命が死者のうちに数えられ，狭い墓に収められる。この主を，幼子らは祝   
秋 山   学  86  
し，司祭たちは歌い，民はとこしえに讃美するがよい！」。  
チエピコン．■錐軌野に硫 ∬の屏の紛㌘ぱ／カ力んの虜銃／「ウノ弾ノメ）ら  
「ケルビムよクあ屠ぐノぱ訝カ武 者夕訝にノ夢名。  
Ⅸ「おお母よ，精子によらずしてあなたの胎に宿った御子を墓に見出そうと，  
わたしのことで泣かぬがよい。わたしは復活し，神化される。そして神として，  























ておられる。王よ，誰があなたを起こすのか？ むしろあなた自ら立ち上がり  
たまえ，自らあなた自身をわれらのために与えられた方よ！主よ，あなたに  
栄光！」。   
「聖週間」から「光の週」へ   































パリミア 「叡智！」 エゼキュル37，1－14 「謹んで聴こう！」  
プロキメン2「主なる神よ，立ち上がれ，あなたの手を挙げて，貧しき者たち   




使徒書～ 「叡智！」1コリント5，6－8＆ガラテヤ3，13－14 「謹んで  
聴こう！」「あなたに平安！叡智！！謹んで聴こう！」  






「謹んで聴こう！」  マタイ27，62－66  


















たわれらの師父たち，そしてすべての聖人たちの執り成しを通じて，われらを   
「聖週間」から「光の週」へ  






B 大晩課＋バジル典礼   




その方，われらの王，われらの主，われらの神に祈ろう」   
詩篇103篇，「栄光は」「今も」「アレルヤ」，大連祷（ア3）。   
信徒「主よ，あなたに向かって」（ア6）  

















た救い主を請えよ。彼はわれらの神，われらを罪から購う方！」。   

































われらの前に開いて見せた。信は彼女のうちに力を獲得し，彼女より生まれた   
「聖週間」から「光の週」へ  
－「パラクリス」の意義づけに向けて－  91  
われらの主こそ，われらの守り手。あなたがたは信頼せよ，神の民よ，倍額せ  
よ。主は力満てる者として，敵意に打ち勝った」。  
テエビコン．●番顔クを伴い，虜著者を膠げr存夕弘   
司祭「叡智！其なる信徒たちよ！」。   
信徒「神の穏やかな光」（ア8）。  
／卿の靡やメ1を動の象 プロ手ノンぱをぐ，虚‘ちに励ゞってブぐ。   








度これを歌う。   
続く朗読は『ダニエル書』より「三童子の歌」（『ダニエル蕃』3．46－88；  
こちらも歌の部分のみに短縮してある）であった。こちらには，数節ごとに信  
徒が「あなた方は主を誉めよ，主をとこしえに諜えよ」と唱和する。   
盛式の空士曜日の典礼であれば，朗読は順に①創世記1．い13 ②イザヤ  
60．1－16 ③出エジプト12．1－12 ④ヨナ1．1－4．11①ヨシュア5．10－15   
①出エジプト13．20－15．19 ⑦ゼファニア3．8－15（む列王記上17．8－24  
⑨イザヤ61．10－62．5 ⑲創世記22．1－19 ⑪イザヤ61．1－9 ⑫列王記下  
4．8－37 ⑬イザヤ63．1卜64．4 ⑭エレミヤ38．31－34 ⑮ダニエル3．1t88   
となる。つまり第6朗読と第15朗読のみに短縮しているわけである。   
こののち小連梓。   
続いて司祭「われらの神よ，あなたは聖なる方，われらはあなたを諾える。  
父と子と聖霊よ，今もいつも世々とこしえに」 信徒「アーメン」。  
～「聖なる神」（エ12）の代わりに   
司祭「キリストにおいて洗礼を受けた者は，キリストを着る者となった。ア  
レルヤ」。 信徒は同じ旬を2度繰り返す。「栄光は」「今も」をはさみ，後半  
部分「キリストを着る者となった。アレルヤ」を繰り返したのち，再び「キリ  
ストにおいて洗礼を受けた者は，キリストを着る者となった。アレルヤ」と歌   
秋 山   学  92  
う。   
司祭「謹んで聴こう！あなた方すべてに平安あれ！叡智！謹んで聴こう！」  
と促し，先唱者が「プロキメン」（第8調）「全地はあなたを讃え，あなたに歌  
え。あなたの名に誉れを語れ！」 挿旬「すべての地よ，主に向かって喜べ，  
主の名に讃美を語れ」。司祭「叡智！」朗読者「～書の朗読」司祭「謹んで聴  
こう！」 「ローマ書」6．3b－11司祭「あなたに平安。叡智！謹んで聴こ  





















司祭「聖～による福音書の朗読」 信徒「主よ，あなたに栄光！」 助祭「謹  
んで聴こう」。   
「マタイ福音書」28．1－20  
膨滞力点と軍資ば窟夢夢の粛に冴珍ん′ 彪穿〆こ軒L靡メ）〆ごこう．述べる～  
「福音の告げ手なるあなたに平安」。  
信徒は「あなたに栄光，わが主よ，あなたに栄光」と応じ，司祭による説教が   
「聖週間」から「光の週」ヘ  
ー「パラクリス」の意義づけに向けて－  93  






























生命を与えるキリストよ，あなたに栄光あれ〉」。その間に司祭は真布に香を振   






第2章 光の週  
この復活の時点をもって，使用する祈祷書が「トリオーデイオン」から「ペ  
ンテコスターリオン」と呼ばれるものに替わる。  
Ⅰ 復活の主日  
A 朝課（復活徹夜祭：土曜深夜より）   
ステイヒラ，第6調「キリスト，われらの救い主よ，あなたの復活を天使た  
ちは天にて歌う。われらをも，地にてそれに適う者とせよ，われらは清き心も  
















「キリストは死者の申から復活し，死をもって死を打ち滅ぼし，墓の中にいる   
「聖週間」から「光の過」へ  







者たちに生命を賜った」。   
この後司教はより高い声で：司教「キリストは死者の中から復活し，死をも  








◎ダマスコの聖ヨハネによる復活カーノン（ウ18参照）   
参照される聖書箇所は，①出15．卜19 ②申命32．1t43 ③サム上2．い  
10 ④ハバクク3．2－19 ①イザヤ26．9－20 ①ヨナ2．3－10 ①ダニエル  












天へ移された。われらは主の勝利を歌う」   
秋 山   学   96  
小連祷。司祭「繰り返して平安のうちに主に願おう」信徒「主よ，憐れみ  




の生命すべてを，われらの神なるキリストに献げよう」 信徒「主よ，あなた  














われらはここに力を得る」   









う，世の救いが訪れた。全能のキリストが復活された〉」。   
「聖週間」から「光の週」へ  














を指し示せ。〈きょう，世の救いが訪れた。全能のキリストが復活された〉」。   
小連棒 （末尾）司祭「あなたはわれらの神，われらはあなたを讃える，父  













れらすべてに注がれた方に」。   
小連祷 （末尾）司祭「あなたの名は聖にしてほめ請えられ，いとも浄らか  
にしていと高きもの，父と子と聖霊よ，今もいつも世々とこしえに」 信徒  
「アーメン」。  
6「キリストよ，あなたは地の底にまで降り，囚われ人を繋ぐ監獄の鍵を打ち   










塞から復活された」。   
小連祷 （末尾）司祭「あなたは平安の王にしてわれらの霊の救い主，われ  
らはあなたを讃える，父と子と聖霊よ，今もいつも世々とこしえに」 信徒  

















の日曜日に唱えられる下記の唱句を唱える（ウ14）。   
「聖週間」から「光の週」へ  







び，死をもって死を打ち滅ぼした」。   
信徒は同じ旬を二度繰り返す。   
司祭「イエスは墓より復活された，かつて述べられたように。われらに永遠  



















る神」。   
小連樽 （末尾）司祭「あなたの御国の支配は，常に祝され讃えられよ，父  
と子と聖霊よ，今もいつも世々とこしえに」 信徒「アーメン」。  
8「きょうこそ類なく聖なる日，安息日の後の最初の日，祝日の中でも主たる   


















ストを永遠にほめたたえる」。   
小連祷 （末尾）司祭「崇敬に催し，いと高きあなたの名は祝せられ，いと  










「キリストは死者の中から復活した」「キリストよ，あなたの言葉は，真に神   
「聖週間」から「光の週」へ  































よ。あなたはおとめより生まれ，父と変わるところはない。あなたは人として   
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苦しみを受け，自ら十字架を背負った。そしてあたかも輝く館より進み出るか  
のように，世を救うために基より復活された。主よ，あなたに栄光！」  






















（司祭 先句4）「この日は神が創られた日。ともに喜び祝おう！」  
信徒「麗しき過ぎ越し，主の過ぎ越し，過ぎ越し！最も浄らかなる過ぎ越し  
がきょう，われらに明らかにされた。過ぎ越しだ，互いに喜びをもって愛しあ  
おう！おお過ぎ越し，悲しみの変容！ きょう墓より，あたかも館より出で  
るかのように，キリストが輝き出で，女性たちを喜びで満たし，彼女らにこう  
言われた。〈このことを使徒たちに告げよ！〉」。  
（司祭 先旬5）「栄光は父と子と聖霊に。今もいつも世々とこしえに。アー  
メン」   
「聖週間」から「蒐の週」へ  
00「パラクリス」の愈凝づけに向けて剛  103  






司祭「あなたがたすべてに平安のあらんことを」 信徒「あなたの霊にも」  












司祭「叡智！」 信徒「祝福を与えたまえ」  
司祭「キリスト われらの神がとこしえに祝せられ，諾えられんことを」 信  
徒「神よ，真の普遍的信仰を．世々とこしえに力づけたまえ」  




司祭「キリストは死者のうちから復活し、死をもって死を滅ぼし」 信徒「墓  
の申に眠る着たちに生命を賜った」  
司祭「キリスト 寅なるわれらの神よ．あなたは死者のうちから復活し，死を  
もって死を打ち滅ぼし，墓に眠る者たちに生命を賜った。主のいとも浄らかな   
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る聖母の祈りを通じ，また聖なる生涯を送り神の息吹を受けたわれらの師父た  
ちと，すべての聖人のとりなしを通じて，善意に満ち人を愛する方として，わ  
れらを憐れみ救いたまえ」。 信徒「アーメン」  











とこしえに」。 司教「主よ，主よ。天より見そなわし，あなたのぶどう圃を  
ご覧あれ。これはあなたの御手が備えたもの。これを力づけたまえ。あなたの  
御目を，あなたが強めてこられた人の子らの上に常に注ぎたまえ」。 会衆：  
ステイヒラ（第6調）「キリスト，われらの救い主よ，あなたの復活を天使た  
ちは天にて歌う。われらをも，地にてそれに適う者とせよ，われらは掃き心も  
てあなたを歌い，潰えまつるがゆえに」（×2）   
助祭「主よ，祝福を与えたまえ」 司教「父と子と聖霊の王国は，今もいつ  
も世々とこしえに祝せられる」。 会衆「アーメン」 司教：トロパール（第  
5調）「キリストは死者の中から復活し，死をもって死を打ち滅ぼし，墓の中  
にいる者たちに生命を賜った」会衆はこのトロパールを2度繰り返して歌う。   






レルヤ」。   
「聖週間」から「光の週」ヘ  











よ」と呼びかける。   





復活された神の子よ，われらはあなたに向かって歌う。アレルヤ！」。   
これに会衆は聖人歌「イスラエルの幹より出でた着たちよ，集いをなして主  







らはあなたを諾える。今もいつも」 助祭「世々とこしえに」 会衆「アーメ  
ン」。   
司教「キリストにおいて洗礼を受けた者は，キリストを着る者となった。ア  
レルヤ」（ふだんは「聖なる神」）。 会衆は同じ句を2度繰り返す。「栄光は」  
「今も」をはさみ，後半部分「キリストを着る者となった。アレルヤ」を繰り  
返したのち，再び「キリストにおいて洗礼を受けた者は，キリストを着る者と  
なった。アレルヤ」と歌う。 助祭「謹んで聞こう」 司教「あなたがたすべ  
てに平安あれ」 助祭「叡智，謹んで聞こう」 プロキメン（第8調）「この   
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日は神が創られた日。ともに喜び祝おう！」会衆「ともに喜び祝おう！」（後  
半部の繰り返し） 助祭が「叡智！」 朗読者「聖～使徒～書の朗読」 助祭  
「謹んで聴こう！」 この日は「使徒行録」より第1区分，すなわち同番1．1  
－8の朗読であった。 司教は朗読者に「あなたに平安」 助祭「叡智！謹ん  
で聴こう！」 会衆「アレルヤ」（×3） 〔助祭「主よ，聖×福音記者を告  




助祭「叡智。異なる信徒たちよ，聖なる福音を聞こう」 司教「聖～による福  
音書の朗読」 会衆「主よ，あなたに栄光！」 助祭「謹んで聴こう！」   
司教と助祭によりハンガリー語とギリシア語により「ヨハネ福音書」冒頭の  
朗読（1．1－17）が行われた。朗読が終わると会衆「あなたに栄光，主よ，  

















たの霊とともに，今もいつも世々とこしえに」。 会衆は「アーメン」。以下次  
のように「平和の接吻・挨拶」が続く。司教「あなた方骨に平和があらんこと   
「聖週間」から「光の遜」へ  
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を」  会衆「あなたの霊にも」 助祭「われらが一致のうちに，暫自できるよ  
う，互いに愛し合おう」 会衆「父と子と聖霊を。一にして分かれぎる整三位  
一一一体を」 司祭「騨，帝！叡智のうちに身をつつしもう」。   
ここで会衆は「使徒信条」を唱える。続いて助祭「憂いなく立ち，畏れをも  
って立ち．聖なる犠牲を平和のうちに捧げることができるよう，身をつつLも  




司教「われらの心を挙げよう」 会衆「主に向けて挙げよう」 司教「主に感  
謝を捧げよう」 会衆「父と子と聖霊を，一にして分れざる聖三位一体を崇め  
ることは，相応しく正しきことム   


















される，いと高きところには栄光」。   
続いて司祭は「主の晩餐の制定句」を唱える。（司祭は痛解し，パンとぶど   

































取り去らず，あなたに願い求めるわれらのうちに新たにして下さい」。司祭は   
「聖週間」から「光の週」へ  

































「そして彼らを，あなたの御顔の光が輝く場所に憩わせたまえ」。   





















らすべてにあなたの恵みを遣わしたまえ」。   
（続いて声を挙げ）司教「そして一つの口，一つの心で，父と子と聖霊よ，  
われらがあなたのいとも尊く高貴なる名を諾え，ほめ歌うことの叶わんことを，  




え，以下「懇願連祷」が続く（エ31）。   
ここで会衆は「主の祈り」を唱える。司祭はこれを承．け「国と力と栄光は，  
父と子と聖霊よ，あなたのもの，今もいつも世々とこしえに」と応じ，会衆は  
「アーメン」と結ぶ。続けて，司祭「あなたがたすべてに平安があるように」   
会衆「あなたの霊にも」 司祭「主に頭を垂れよう」 会衆「主よ，あなた   
「聖週間」から「光の週」へ  
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に」 司祭「あなたの御一人子の恵み，憐れみ，人への愛を通して，あなたは  
その故に祝せられる，いとも聖にして善き方，生命を与えるあなたの霊ととも  
に，今もいつも世々とこしえに」 会衆「アーメン」 司祭「身を謹もう。聖  
なるものは聖なる者に」会衆「聖なるものは一，主は一，イエス・キリスト，  
父なる神の栄光のために。アーメン」。   
会衆はここで「聖体拝領前の唱句」を唱える（エ33）。   



















の真理を観想することができるように」と歌う。   






らをお救い下さるように，善き方にして人を愛する神なれば」。 会衆「アー   
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メン」。   
司祭「キリストは復活された」 信徒「まことに復活された」（×3）   
司祭「主の祝福が，その恵みと人への愛とともにあなた方の上にあらんこと  
を。今もいつも世々とこしえに」 会衆「アーメン」。  
Ⅱ 復活の月曜日  
A 前晩大晩課   
これより，基となるデータは，2009年春，3月23日以降のものとなる。  
司祭「われらの神は永遠に讃えられる，今もいつも世々とこしえに」   
信徒「アーメン」   
復活のトロパール（第5調）「キリストは死者の中から復活し，死をもって  
死を打ち滅ぼし，墓の中にいる者たちに生命を賜った」を司祭が1度朗諭し，  







「栄光は父と子と聖霊に。今もいつも世々とこしえに」。   
最後に司祭が「キリストは死者の中から復活し，死をもって死を打ち滅ぼし」  
と促すと，信徒が「墓の中にいる着たちに生命を賜った」と応喝する。   




朝 課  晩 課  
〔讃美ステイヒラ〕   〔主よあなたに後〕  
〔先旬ステイヒラ〕  
聖土曜  
日曜  日朝1×4  
月曜  日朝2×4   
土塊1×3＋先旬1  
土塊2×6  土塊2×1  
土晩3×6  土晩3×1   
「聖週間」から「光の週」へ  
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土晩4×6  土晩4×1  
土晩5×6  土晩5×1  
土塊6×6  土晩6×1  
土晩8×6  土晩8×1  
〔タマーシュの主日〕1調   
火曜  日朝3×4  
水曜  日朝4×4  
木曜  日朝5×4  
金曜  日朝6×4  
土曜  日朝8×4  
このように，復活月曜前晩晩課（＝日曜晩課）には，主日前晩（土曜）晩課  
の第2調のものを用いる。   
⑥（先旬）「主よ，主よ，もしあなたが罪に日を留められるなら，誰があな  
たの前に立てようか？ しかし恵みはあなたの許にある」   
①「来たれ，拝もう。父より永遠の昔に生まれ，おとめマリアより肉を受け  
た御言葉を。この方は自ら十字架の苦しみを受け，埋葬へと自らを委ねたのち，  
死者たちのうちから復活した。道を見失った者として，われらを救いたまえ」。   
①（先句）「主よ，わたしはあなたの捉のゆえにあなたに希望を置く。わが  
霊はあなたの言葉のゆえに請い願う。わが霊は，主により頼む」   
①「キリスト，われらの救い主，あなたはわれらに定められた罪状書きを十  
字架に釘付けとして無効とし，死の支配を打ち滅ぼした。われらは彼の三日目  
なる復活を讃える」。   
④（先句）「朝の見張りのときから夜更けまで，イスラエルは主により頼む」   
③「大天使らよ。われらはキリストの復活を歌う。彼はわれらの霊の購い主  
にして救い主。主は大いなる栄光を伴い，力を帯びて，再びこの世を，自ら創  
られたこの世を裁くために来られる」。   
③（先句）「憐れみは主にあり，購いは主にあって豊か。主はイスラエルを  









に叫ぶ。〈キリスト，善性あふれるわれらの神よ，あなたに栄光！〉」。   
①（先旬）「主の憐れみはわれらの上に増し，彼の正義はとこしえに留まる」。   
秋 山   学   114  
⑥「主よ，あなたの前に，死の門は畏れをもって開かれ，費泉の門番はあな  
たの姿を目にして，恐怖に陥る。あなたは地獄の扉を打ち砕き，鉄の鍵を無用  




活し，父のふところに住まう方よ，われらを罪から浄めたまえ」と〉」。   






人」が始まる。   
信徒「神の穏やかな光」（ア8）   
司祭「謹んで聴こう！あなた方すべてに平安あれ！叡智！謹んで聴こう！」  
（ア9）   
先唱者「プロキメン」：「われらの神にまさって，これほどにまで偉大な神  
があろうか？ あなたこそ神，幾多の寄跡を起こす方」信徒はこれを繰り返す。   
～「光の週」には，上記の8調ステイヒラと，このプロキメンだけが入れ替  
わる。これは，特別に「大プロキメン」と呼ばれる。   
月夕：「われらの神は，天においても地にあっても，望むことをすべて完遂  
なさる」。⇒お告げの日と重なってもこれを用いた。   
火夕：「わたくしは，わが言葉で主に向かって叫ぶ。神に向かって〈わたし  
を心に留めたまえ〉 と」   
水夕：「神よ，わたしの祈りに耳を傾け，わが願いを打ち棄てたもうな」   
木夕：「主よ，わが力よ，わたしはあなたを愛する。主こそわが力，わが祭  
壇」。   
金夕：「主よ，あなたを畏れる者たちに，あなたはその嗣業を与える」。  
司祭「聖なる福音を聴くのに相応しくあれるよう，平安のうちに主に祈ろ  
う！」   
「聖週間」から「光の週」へ  
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信徒「主よ憐れみたまえ，憐れみたまえ」   
司祭「あなたがたすべてに平安があるように」   
信徒「あなたの霊にも，あなたの霊にも」   
司祭「叡智！異なる信徒たちよ，聖なる福音を聞こう。聖ヨハネ福音書の  
朗読」   
信徒「あなたに栄光あれ，主よ，あなたに栄光」   
司祭「謹んで聴こう！」   






よ，あなたに栄光！」。   
以下，復活祭ステイヒラである。復活徹夜祭の項を参照。  
司祭「叡智！」 信徒「祝福を与えたまえ」 司祭「キリスト，われらの神  
がとこしえに祝せられ，讃えられんことを」信徒「神よ，其の普遍的信仰を，  
世々とこしえに力づけたまえ」 司祭「いとも聖なる神の母よ，われらを救い  
たまえ」 信徒「喜び踊れ，天上のエルサレムよ，主の輝きはあなたの上に照  
り映える。新しきシオンの山よ，さあ喜び，歓喜するがよい。そして浄らかな  
る神の母よ，あなたの御子の復活に喜びたまえ」 司祭「キリストは死者のう  
ちから復活し，死をもって死を滅ぼし」 信徒「真の中に眠る着たちに生命を  




として，われらを憐れみ救いたまえ」。 信徒「アーメン」   
司祭「キリストは復活された」 信徒「まことに復活された」（×3）   
司祭「主の祝福が，その澄みと人への愛とともにあなた方にあらんことを。  
常に，今もいつも世々とこしえに」。   
信徒「アーメン」。   
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B 朝課  
司祭「聖にして一，生命を与え分かれざる三位一体に，父と子と聖霊とに，変  










いつも世々とこしえに」   
司祭「キリストは死者の中から復活し，死をもって死を打ち滅ぼし」 信徒  
「墓の中にいる者たちに生命を賜った」。   
大連祷（ウ3）   
ダマスコの聖ヨハネの復活カーノン（復活徹夜祭を参照）。  
讃美ステイヒラ   
（先旬④）「力強く主を讃えよ，大いなる群れを成して主を讃えよ」   
第2調「主よ，すべての霊とすべての被造物はあなたを据える。あなたは十  
字架を通して死を打ち滅ぼし，人類に，死者のうちからの自らの復活を示され  
た。唯一人を愛する方として」。   
（先旬③）「ラッパの音で主を諾えよ。竪琴とツィタラで主を試えよ」   
「ユダヤ人たちをして語らしめよ。〈見張りの男たちがわれらの王を隠して  





「民は喜び，踊るがよい。墓石の上に座っていた天使がわれらの前に姿を現   
「聖週間」から「光の週」へ  
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し，こう言った。〈キ リスト，世界の救い主は，死者たちのうちから復活し，  
すべての着たちを芳香で包んだ。民は喜び，踊るがよい！〉」。   
（先句①）「音の巨大なシンバルを鳴らして主を諾えよ。シンバルの陽気な  





われらすべてに幸いをもたらす方，われらの主，あなたに栄光〉」。   
－この後，復活祭ステイヒラが続く（復活徹夜祭参照）。   
「三重連祷」（ウ36）   
「完遂連待」（ウ37）   
司祭「あなたがたすべてに平安があるように」～司祭「主の祝福が，その恵  
みと人への愛とともにあなた方にあらんことを。常に，今もいつも世々とこし  
えに」まで，復活徹夜祭を参照。   
信徒「アーメン」。  
C 聖体礼儀   
プロキメンと聖書朗読箇所を除き，復活の主日の聖体礼儀と次第は同一であ  
る。   
月曜プロキメン（第8調）「彼らの宣教は全地におよび，その言葉は地球の  
果てにまで届く」。   
火曜「わたしの霊は主をあがめ，わたしの霊はわが救い主なる神のうちに喜  
ぶ」。   
水曜「わたしはあなたの名を代々にわたって思い起こす」。   
木曜「あなたがたは歌うがよい，われらの神に歌うがよい。あなたがたは歌  
うがよい，われらの王に歌うがよい」。   
金曜 月曜に同じ。   
土曜「主こそわが光，わが解放。わたしは誰を恐れよう？」  
聖書朗読箇所は，下記のとおりであった。   
月曜 使徒行録1．12－17，1．2卜26；ヨハネ福音書1．18t28。   
火曜 使徒行録2．14－21；ルカ福音審24．12－35。ただこの年は復活の火曜  
日が3月25日と重なったため，福音書朗読のほうは祝日のもの，すなわちルカ   
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福音書の1．24－38であった。   
水曜 使徒行録2．22－38a   
木曜 使徒行録2．38－43a   
金曜 使徒行録3．1－8；   





Ⅱ 復活の火曜日  




帯びるものとなった。   





なたを讃美する」。   
⑦「あなたの耳に，わたしの願いの言葉が届かんことを」   
「主よ，あなたの復活を通して万物は照らされ，楽園は再び開かれ，すべて  
の被造物はあなたを諾え，あなたに讃美の歌を捧げる」。   
⑥「主よ，もしあなたが罪に日を留められるなら，誰があなたの前に立てよ  
うか？ しかし恵みはあなたの許にある」   
「わたしは父と子の力を讃美し，聖霊の支配を歌いあげる。分かれずして創  
られざる神性，一体なる聖三位一体を。その方は世々とこしえに治められる」。   
⑤「主よ，わたしはあなたの掟のゆえに，あなたに希望を置く。わが霊はあ  




（幻「朝の見張りのときから夜更けまで，イスラエルは主により頼む」   
「わたしは，おとめより肉を取った救い主を歌う。主はわれらのために十字  
架につけられ，三日目に復活し，われらに豊かな恵みを与えられた」。   
「聖週間」から「光の過」へ  
叫「パラクリス」の意義づけに向けて聯  119   
③「憐れみは主にあり，購いは主にあって豊か。主はイスラエルをすべての  






アダムの呼び戻し。主はあなたとともにおられる〉」。   







すから〉」。   






をかつての相応しき姿にまで高めることができるように〉」。   









の実は祝される〉」。   
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司祭「叡智！真なる信徒たちよ！」。   





司祭「叡智！」  朗読者「～書の朗読」 司祭「謹んで聴こう！」   
〈聖書朗読〉 創世記28．10－17；エゼキエル43．27－44．4；蔵言9．1－11〔祝  
日用〕   














夕べの歌を受け取りたまえ」。   
～以下，復活祭ステイヒラである（復活徹夜祭を参照）。先句4に続く「麗  
しき過ぎ越し」まで歌ってから，「栄光は」の後，祝日用を挿入する。   
先唱者「栄光は」（第4調）   
信徒（祝日用）「きょうこそ喜びの告知，おとめごらの祝日，地のものと天  
上のものとの一体化，アダムは新たにされ，エヴァは悲しみから解放される。   
「聖週間」から「光の週」へ  








いのため，この方に祈りたまえ〉」。   
先唱者「今もいつも世々とこしえに。アーメン」（第5調）   
信徒「復活の日，われらはこの日を寿ぎ祝い，あたかも兄弟のごとく，互い  
に愛し合おう。復活をもって，われらの敵をも赦そう。そしてこう歌おう」。   
〈キリストは死者の中から復活し，死をもって死を打ち滅ぼし，墓の中にい  
る者たちに生命を賜った〉（×3）。   
先唱者「栄光は父と子と聖霊に。今もいつも世々とこしえに。アーメン」（第  




方。主はあなたとともにおられる〉」。   
司祭「主に願おう」   
信徒「主よ憐れみたまえ」   
司祭「主にしてわれらの神なるイエス・キリスト，あなたは5つのパンを祝  
福し，それによって5千人を満たされた」。   
（司祭はパンの一つを手に取り，接吻してから，祝福を受ける供え物にその  






なたの霊とともに，あなたに讃歌を歌う。今もいつも世々とこしえに」 会衆  
「アーメン」   
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司祭「叡智！」 信徒「祝福を与えたまえ」 司祭「キリスト，われらの神  
がとこしえに祝せられ，讃えられんことを」信徒「神よ，真の普遍的信仰を，  
世々とこしえに力づけたまえ」 司祭「いとも聖なる神の母よ，われらを救い  
たまえ」 信徒「喜び踊れ，天上のエルサレムよ，主の輝きはあなたの上に照  
り映える。新しきシオンの山よ，さあ喜び，歓喜するがよい。そして浄らかな  
る神の母よ，あなたの御子の復活に喜びたまえ」 司祭「キリストは死者のう  
ちから復活し，死をもって死を滅ぼし」 信徒「墓の中に眠る者たちに生命を  




として，われらを憐れみ救いたまえ」。 信徒「アーメン」。   
司祭「キリストは復活された」 信徒「まことに復活された」（×3）   
司祭「主の祝福が，その恵みと人への愛とともにあなた方にあらんことを。  
常に，今もいつも世々とこしえに」。   
信徒「アーメン」。  
B 朝課（2008．03．25お告げの祝日）   
復活の寿ぎの基調と，聖母への祝賀性がどのように融合されているかに注目  
したい。基調は復活の月曜日朝課を参照。   
プロキメン「日に日を継いで，われらの神の解放を告げ知らせよ」   
福音書朗読はルカ1．39－49；56であり，祝日固有である。  
カーノン部分は，第3オードの後，イパーコイとコンタークが復活用であっ  
た（ウ19参照）。   
イパーコイ（第4調）「マーリアとともにいた女性たちは，朝まだきに家を  
出て，墓に置かれていた石が取り除けられているのを日にし，天使より次のよ  
うな言葉を聞いた。永遠の光のうちにおられる方を，何故人間として，死者の   
「聖週間」から「光の週」へ  
－「パラクリス」の意義づけに向けて－  123  
うちに探すのか。墓での出来事を見て，急いで行って世に告げよ。主は死に打  




平和を賜り，倒れていた者たちを蘇らせた」。   





たし，神の染みなき許婚者よ〉 と」。   
イコス「玉座に立つ天使は天より遣わされ，神の母にこう挨拶した。〈めで  









染みなき神の婚約者！〉」。   
光の歌は，先に復活用，続いて祝日用であった（ウ28）。   
光の歌①「肉においては，われらの主にして王よ，死者として眠りに就きつ  
つ，あなたは三日目に復活し，アダムを腐敗から呼び覚まし，死を打ち滅ぼさ  
れた。不死なる過ぎ越しよ，世の救いよ」。   
「栄光は」「今も」   
光の歌①「天使の力の率い手を，全能の神は染みなきおとめの許に遭わし，  
彼女に驚くべく言葉に尽せぬ不思議な知らせを告げさせた。〈神が人として，  
種なくして彼女より生まれ，人類を新たにする〉 と。人々よ，世の刷新を寿ぐ  
がよい！」   
続いて「すべての霊は」（ウ29）をはさみ，先句ステイヒラであるが，これ   
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は前半に復活期用，後半に祝日用を用いた（ウ30）。   
（先旬⑥）「これは，主のすべての聖なる着たちの栄光」   
「すべての民よ，来たれ。恐るべき秘義の力を理解するがよい。われらの救  
い主キリスト 初めにあって御言葉なる方が，われらのために十字架に付けら  
れ，意志により葬られ，死者のうちから復活された，われらを救うために。そ  
れゆえわれらは彼を崇める」   
（先旬①）「主を讃えよ，その聖所にあって，彼を讃えよ，天の力強き蒼窄  
にあって」   
「主よ，いにしえの者たちほあらゆる奇跡を語った。しかし不信なる者たち  
の集いは，贈り物をもって彼らを買収し，あなたの復活を秘すようにさせた。  
世はその復活を諾える。主よ，われらを憐れみたまえ」   
（先旬④）「力強く主を諾えよ，大いなる群れを成して主を潰えよ」   
「あなたの復活の知らせを受け，万物は喜びに満たされる。マーリア・マグ  
ドルナは墓に着くと，光り輝く天使が墓石の上に座っているのを日にした。天  
使は彼女に語りかけ，こう言った。生ける方を死者たちの間に何故探すのか？   
かつて語っておられたように，主はあなた方に先んじてガリレアにおられる」   




彼らはあなたに向かってこう叫ぶ。「めでたし，染みなき方よ」と〉」   
（先旬㊤）「太鼓を打ち，聖歌隊で主を潰えよ。輪になって，楽器を打ち鳴  










あなたに叫ぶ，〈めでたし，恩寵に満たされた方！〉と」   
「聖週間」から「光の週」へ  
岬「パラクリス」の意義づけに向けて00  125   
以下，復活祭ステイヒラである。先句4に続く「麗しき過ぎ越し」まで歌っ  
てから，「栄光は」の後，祝日用を挿入する。   







の神よ，あなたに栄光あれ！」   
「今もいつも世々とこしえに。アーメン」   
信徒「復活の日，われらはこの日を寿ぎ祝い，あたかも兄弟のごとく，互い  
に愛し合おう。復活をもって，われらの敵をも赦そう。そしてこう歌おう」。   
〈キリストは死者の中から復活し，死をもって死を打ち滅ぼし，墓の中にい  
る者たちに生命を賜った〉（×3）。   
この後「三重連棒」以下は，復活徹夜祭を参照。  
C 聖体礼儀   
以下，留意点のみ注記するに留める。   
開祭   
「キリストは復活し」司祭が1度，信徒が2度。   
大連樽   




墓の中にいる者たちに生命を賜った」〔同〕   




方。主はあなたとともにおられる〉」。   
司教「われらの神よ，あなたは聖なる方。父と子と聖霊よ，われらはあなた   
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を潰える。今もいつも」   
会衆「アーメン」。  





聖書朗読 ルカ福音書 ユ．24－38〔祝日〕 のあと，24．12－35〔復活節〕を  
続けた。   
～他は前日と同様である。  
D 大晩課   
復活の主日晩の晩課を参照。8調ステイヒラとプロキメンのみ異なる。   
ステイヒラは第4調である。   
⑥「主よ，もしあなたが罪に日を留められるなら，誰があなたの前に立てよ  










〈全能なるわれらの主よ，あなたに栄光！〉」。   
④「朝の見張りのときから夜更けまで，イスラエルは主により頼む」   
「主よ，あなたは貴泉の門を打ち破り，自らの死をもって死の王国を打ち砕  
いて，人類を破滅から解放された。世に生命と豊かな恵みを賜って」。   
③「憐れみは主にあり，購いは主にあって豊か。主はイスラエルをすべての  
悪から解放される」（ここから第6調）   
「民よ来たれ，救い主の三日目なる復活を歌おう。それを適してわれらは黄  
泉の打ち勝ちがたき樫枯から解放され，不滅性と生命を獲得した。皆うちそろ   
「聖週間」から「光の週」へ  
－「パラクリス」の意義づけに向けて－  127  
ってこう叫ぼう。〈十字架に付けられ，葬られ，復活された方よ，あなたの復  
活を通してわれらを救いたまえ，唯一人を愛する方として〉」。   




一人を愛する方として〉」。   
①「主の憐れみはわれらの上に増し，彼の正義はとこしえに留まる」。   
「われらの神キリストよ，あなたは地獄の門を打ち破り，虚無を亡きものと  
し，倒れていた人類を立ち上がらせた，それゆえわれらは声を一つにしてこう  
述べる。〈死者のうちから復活した方，主よ，あなたに栄光！〉」   

















をもたらすあなたの復活を」。   
以下，復活祭ステイヒラとなり，復活主日当日の晩課（復活の月曜日の前晩  
晩課）と同様である。   
以上をもって受難週から光の週にかけ，司教座聖堂で組まれた特別スケジ   
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エールは終えられた。  
第3章「光の週」の意味  



























の出来事を見て†急いで行って世に告げよ0主は死に打ち勝って復活した。ま   
「聖週間」から「光の週」へ  
－「パラクリス」の意義づけに向けて－  129  




いた着たちを立ち上がらせた」。   
「わがキリストよ，あなたは墓にあっては肉の上で，黄泉にあっては神とし  
て霊的に，楽園にあっては盗人と，玉座にあっては父そして聖霊とともにあっ  
た。限られえぬ方として，すべてを満たしつつ」。   
「栄光は父と子と聖霊に」。   
「あなたの墓は，あなたがどれほどの生命の与え主で，楽園よりもどれほど  
絢欄で，どんな王の広間よりも輝かしきものであるかを明らかにした。わがキ  
リスト ，われらの復活の泉よ」。   
「今もいつも世々とこしえに」。   
「あなたはいと高き方の神的な幕屋，めでたし，神の母よ，あなたに助けを  
求める者たちは，あなたを通して喜びを手にした。あなたは女性のうちで祝さ  
れた方，まったく染みなき，われらの偉大なる女性よ！」   
「主よ憐れみたまえ」（×40）   
「栄光は父と子と聖霊に」   
「今もいつも世々とこしえに」   
「ケルビムよりも尊く，セラフィムよりも類いようもなく栄えある方，あな  
たは神を，御言葉を，陣痛なくお産みになった。異なる神の母よ，われらはあ  
なたを誉め歌う」   
「われらの聖なる師父たちの祈りによりて，われらの神，主なるイエスよ，  
われらを憐れみたまえ。アーメン」   
「キリストは死者のうちから復活された。死をもって死に打ち勝ち，基に眠  
る者たちに生命を賜った」（×3）  
Ⅱ 「光の週」の晩課・朝課の構造   
先に復活の月曜前晩晩課の項に記したように，「光の過」には，晩課・朝課  
で歌われるステイヒラの「調」の構成が，年間を代表するかたちで一巡する。   
晩課のうち「主よあなたに後」のステイヒラは，年間主日であれば7ケ用い  
てその後に当該日聖人より3ケステイヒラを歌い，「栄光は」「今も」のあとに  
「大ドグマティコン」へと戻る。しかし光の週には週日であることを表すため   
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に6ケステイヒラを歌い，7ケ目を「栄光は」のあとに，そして「今も」のあ  
とに「大ドグマティコン」を歌う。復活の主日当日の晩課は翌日扱いとなるた  





























して信徒らの誇りなるおとめマーリアを，われらは歌う。なぜなら彼女は神性   
「聖週間」から「光の過」へ  
































る復活を讃える」。   

































し，こう言った。〈キリスト，世界の救い主は，死者たちのうちから復活し，   
「聖週間」から「光の週」へ  
































なく，分かたれることもなく，二つの本性の特質をまったきままに留めておら   
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れる。それゆえわれらの王妃，おとめなる母よ，われらの霊の救いのために，  






























〈全能なるわれらの主よ，あなたに栄光り」。   
「聖週間」から「光の週」へ  

































を解放し，自らの死をもって，われらの人性を苛む悪魔より救い出し，自らの   




















キリストが入るため。キリストはこう言う，鎖につながれた着たちには 〈解き  
放たれよ〉，そして闇のうちに住める着たちには〈永遠の閣より解放されよ〉  
と。」。  









って世は欺瞞から解放された。天使の群れは喜び，悪霊の冷笑は逃げ去り，倒   
「聖週間」から「光の週」へ  

































て，先んじてガリレアに赴いた。あなたを岩の墓に閉じ込めようと，それは無   
































を通してわれらを新たにされた。われらに生命と永遠の安寧を賜って」。   
「聖週間」から「光の週」ヘ  




「今も」「おお，浄らかなるおとめよ，誰があなたを祝さずにいられようか？   



























2「救い主よ，あなたは十字架と葬りとをわれらのために耐え忍び，神として，   

































〔主日朝課讃美のステイヒラ〕   
「聖週間」から「光の週」ヘ  
































十字架刑を耐え忍んだ。万能の救い主よ，われらはあなたを崇める。どうかわ   
































ても，「先句ステイヒラ」から初旬が採られることで，その存在を想起させる   
「聖週間」から「光の週」へ  
－「パラクリス」の意義づけに向けて－  143  




部を8個より成る 〈中祝日〉 と位置づけ，そのうち1個〔4番目〕に第1調の  
先句ステイヒラを配する。これによって，翌日つまり復活の主日の晩課におい  
て，第2調の先旬ステイヒラが歌われるのと連続性を呈することになり，聖土  
曜日が復活と光の過を早くも志向することが象徴的に表現されている。   
そして「光の週」には，年間を通じての晩課，および年間週日の朝課に置か  
れている「先句ステイヒラ」の部分に，「復活祭ステイヒラ」が毎日歌われる。  















で，この週に宇宙的循環が集約されていること   
などが象徴的に表現されることになる。そして結局  
お）キリストの復活とは，この世の時間を超えて永遠に持続する生命の始  
まりであること   
がここで示されることになる。   
これは「復活とは何であるのか」という問いに対するビザンティン思想によ  
る回答を表したものにほかなるまい。そしてこのシステムが完成されるのは，  
「復活祭のカーノン」を作詞したダマスコのヨハネたちによる讃歌作成活動と   
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いう歴史的経緯を経て，9世紀のストウデイオス修道院における総括の時期で  
あった（注（1）を参照）。  
第4章 朝課の構造   
Ⅰ 朝課の基本構造   
では次に，四旬節・復活節を通じて多様な構造を示す朝課に注目することに  
したい。以下に，拙稿（1）で示した朝課の基本構造を示そう。  
1開祭 2ヘクサプサルモス（詩篇） 3大連祷 4〈主は神〉 5トロパー  
ル 6カティズマ 7小遵祷 8カティズマーリオン 9多憐歌10復活讃歌  
11昇階唱12プロキメン13福音朗読14〈キリストの復活を目にして〉  
15詩篇第50篇16福音接吻ステイヒラ17連棒18カーノンⅠ－Ⅲ歌19イ  
パーコイ 20カーノンⅣ一Ⅵ歌 21コンターク 22イコス 23カーノンⅦ・Ⅷ  
歌 24Ⅷ歌カタヴアースイア前先句 25カーノンⅨ歌前讃歌 26カーノンⅨ歌   
27〈主は聖〉 28「光の歌」 29〈すべての霊は〉 30讃美ステイヒラ（4  
～8）  31福音ステイヒラ 32大栄唱〔週日は小栄唱〕 33〔週日は先句ステ  
イヒラ〕 34〈聖なる神〉 35トロパール 36三重連祷 37完遂連棒 38閉祭   
以下，聖金曜日朝課，聖土曜日朝課，復活週間の朝課，の順に構造を比較し  
てみよう。  









後，カーノン第5歌の後にある。これもトリオーデイオン式構造のゆえである。   
本文翻刻中に書き加えたように「トリオーデイオンの規定は，月曜に第1歌，  
火曜に第2歌，水曜に第3歌，木曜に第4歌，金曜に第5歌を歌う。土曜はテ  
トロデイオン（4歌カーノン）ゆえ第6，7歌を歌う。毎日第8，9歌は歌う」   
「聖週間」から「光の週」へ  



























C 復活週間の朝課   
復活祭に始まる復活過，すなわち「光の週」には，朝課の構造が次のように  
単純化する。   
①開祭 ②先句＋〈キリストは復活し〉 ⑨大連樽 ④復活カーノントⅢ  
歌 ①イパーコイ ①復活カーノンⅣ－Ⅵ歌 ⑦コンターク ㊥イコス ⑨   
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〈キリストの復活を目にして〉 ⑩復活カーノンⅦ・Ⅷ歌 ⑪Ⅷ歌カタヴァス  
ィァ前先句 ⑫復活カーノンⅨ歌前讃歌 ⑬復活カーノンⅨ歌 ⑭「光の歌」   
⑯〈すべての霊は〉 ⑯讃美ステイヒラ ⑰「復活祭のステイヒラ」⑲三  
重連待 ⑲完遂連祷 ⑳閉祭   
冒頭部では「復活句」を司祭と信徒で計3度繰り返したあと，先句に続いて  
「復活句」を計7度繰り返す計算になる。これは2へクサブサルモスの〈7〉を  





















の構造的な把撞に努めたいと考える。   
「パラクリス」は，西方中世に起源を有し民衆の信心活動として現在でも篤  
い実践をみる「ロザリオ」になぞらえられ，「東方典礼におけるロザリオ」と  
も称される。一年のうち，特に5月と10月に実践が奨励されるものの，基本的   
「聖週間」から「光の過」へ  
岬「パラクリス」の意義づけに向けてⅦ  147  
には一年のうちいかなる時期にも，また一日のうちどの時間帯に行ってもよい，  
とされる。ではまず，「パラクリス」の全文を訳出することにしよう。後に考  





Ⅰ パラクリスのテキスト   
司祭「われらの神は永遠に祝される，いにしえより今もいつも世々とこしえ  










よ，憐れみたまえ」（×3）。「栄光は」「今も」「主の祈り」。   
司祭「国と力と栄光は，父と子と聖霊よ，あなたのもの，今もいつも世々と  










○トロパール（第4調）「われらは罪人，卑しき者なれども，神の母の許にさ   
































方として，われらをあなたの助けをもって守りたまえ，われらはあなたに向け   
「聖週間」から「光の週」へ  







めを受けるのを赦したもうな」。   
司祭「謹んで聴こう！あなた方すべてに平安あれ。叡智！謹んで聴こう！」  
プロキメン「われらはあなたの名を世代から世代へと告げ知らせる」  





司祭「聖なる福音を聴くのに相応しくあれるよう，平安のうちに主に祈ろう」   
信徒「主よ憐れみたまえ，憐れみたまえ」  
司祭「あなた方すべてに平安あれ」 倍徒「あなたの霊にも，霊にも」  













のしもべの願いを受け入れたまえ。見よ，苦痛はつのり，わたしはもはや悪に   































き杓よ！ めでたし，秘められた葡萄の房を芽吹かせる方！ めでたし，天の   
「聖週間」から「光の過」へ  









神的なる食卓よ！ めでたし，幕屋よ！めでたし，黄金の柄よ！めでたし，  
われらすべてにとっての確信よ！」。  
「聖なる神」～「主の祈り」  




















の懲罰からわれらを救い，われらを憐れみたまえ」。   









てのキリスト教徒に恵みを垂れたまえ！ われらの主よ，われらに憐れみをか  
け，われらの罪の甚だしきを赦し，善き方として，あなたのしもべらに，計り  




















赦しをもたらさせたまえ。   
わたしは信じ，告白する。あなたがお産みになった方，あなたの御子が真に   
「聖週間」から「光の週」へ  


















ても，ほめたたえるがゆえに。アーメン。   
栄光ある神の母，常世に処女なるマーリア，われらの神なるキリストの母よ，  
われらの祈りを受け入れ，あなたの御子，われらの神にこの祈りを届けたまえ，  











つも世々とこしえに」   
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信徒「アーメン」。  
Ⅰ パラクリスの構造分析と「シュナサーリオン」性   
以上のように，パラクリスは聖母に捧げられる讃歌であるが，その基本的な  
枠観みは朝課の構造と同一である。全体としては，週日・祝日のためのスタイ  
ルを採っていると考えられる。   
上に翻刻したパラクリスの構造を，以下にまとめてみることにしよう。   
1．開祭 2．詩篇142篇 3．「主は神」 4．トロパール 5．詩篇50篇   





















る11。   
もとより，朝課の構造を基本枠とし，一年のうちどの時期に行ってもよいと  
される「パラクリス」は，受難節・復活節という，一年でもっとも神学的に豊  
かな時期を形成する際に特徴を成す朝課の多様性を，集約的に把捉する意味で   
「聖週間」から「光の週」へ  






























結．   
ビザンティン典礼における朝課は，聖木曜日夕刻の「受難の聖書朗読」，聖   










ることを表現している。しかしながらその一方で，〈共苦する神〉 というへプ  
ル的神学の表現が，復活に先立つ受難節にその頂点を見出すことも忘れられて  
はならない。したがって，その双方に通じる性格を有する式文をその基底に措  
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